









氏 名  酒井 忠司 
学 位 の 種 類 博 士 （ 工学 ） 
学 位 記 番 号     博 甲 第  7569  号 
学位授与年月日  平成 27 年 11 月 30 日 
学 位 授 与 の要 件     学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科     数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目   ダイヤモンド半導体の放電灯冷陰極応用に関する研究 
主 査     筑波大学教授      理学 博士  山崎 聡
副 査    筑波大学教授      工学 博士  山部 紀久夫 
副 査    筑波大学教授      博士（工学）  佐々木 正洋 
副 査    物質・材料研究機構  工学 博士  小泉 聡 
論    文    の    要    旨 
冷陰極放電灯は、加熱機構を持たない陰極を電子源とする放電灯で、その代表的な市場製品が
CCFL（Cold Cathode Fluorescent Lamp）と呼ばれる冷陰極蛍光灯である。CCFL は、一般の熱陰極




ントへの通電のために管両端の端子は 2 極となっているのに対して、CCFL の端子は 1 極である。このよ




の課題となってきたのは HCFL に比べて大きく劣る発光効率である。HCFL は現時点においても LED
を含む全一般照明用光源デバイスの中で最高クラスの発光効率（最高 110 lm/W）を有している。これに












平板上放電特性評価において、成膜条件最適化により最小で Mo の約 30%となる極めて小さい陰極降
下電圧を実証した。さらにダイヤモンド薄膜の陰極降下電圧と各種励起方法による電子放出性能の相関
を系統的に調べ、光励起による電子放出収率 TPY と陰極降下電圧との間に強い相関が得られることを




































 平成２７年 １１月 ５日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席の
もと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
